





（2014年 2 月 3 日受理）
　『経営』及び『布置法』の原書は、イギリス
の 画 家“John Burnet6(1784－1868)”の 著 し た
“A PRACTICAL TREASTE ON PAINTING IN 
























































(302〜303) If I have explained my deﬁnition of the 
terms suﬃciently for the artist’s comprehension, 
I am satisﬁed. To explain them to others would 
be equally impossible as that those others should 





















〔EXPLANATION OF PLATEⅠ .〕
48～118 10～15
ANGULAR　COMPOSITION. 119～218 16～23
CIRCULAR COMPOSITION. 219～317 24～31
これによると、“ANGULAR　COMPOSITION”
















文章番号 原 経 布
PREFACE〔前書き）の内容 1〜8 247 54 597
表題、著者名等 1 33 54 263
前書き 2～8 214 09 334
55
重村幹夫　　画塾彰技堂の講義録『布置経営』と画学類纂『絵事三要－布置法』との関係について －英語原書を元にした比較による－
COMPOSITION.〔 構図法の総論〕 9〜47 1062 2002 1958
構図は人物等を主題に当てはめる技術である。構図に必要な4つの条件は、構想、形、明暗、色彩である。
構図は主題や意図に影響されるので、多様である。 9～18 168 306 234




26～36 376 656 716
構図の規範を初学者の心に留めるのを助けるため作品の例示をする。 37～38 34 30 64
例示作品等の図版は重要であり、摸写をしてほしい。主題の中心を描写することで、平凡な効果を避ける
ことができる。 39～41 80 54 193
技術を隠すことは、最も偉大な美の一つである。しかし、難解な表現をする必要はない。 42～47 76 444 232













58～65 225 322 372
第Ⅰ版第3、4図〔オランダの画家Paulus Potter(1625－1654)の風景画の作例〕　形体の明部
と空との強い対比は視覚的にうまく描写されている。しかし、融解と統一は犠牲になる。 66～70 147 328 279
第Ⅰ版第5図〔Adoriaen van Ostade(1610－1685)オランダの画家の室内画の作例〕　風景画の
明部は、空や上部にあるが、室内では屋根や背景が暗部になる。人物、大小の形態相互の距離、色彩の関
連の巧みさが思慮深く行われれば、豊かで自然な効果を得る。フランドルの画家 Tenier David Teniers 
de Jonge(1610-1690) (作例なし〕の作品はOstadeと異なり、形態が片側に配置され、人物は暗部に覆わ
れている。
71～85 382 829 812
第Ⅰ版第6図〔フランスの画家Claude Lorrain(本名 Claude Gellée)（1600－1682）の風景画の
作例〕明部に対する強い影があることが稀である。位置関係や奥行きを出すために対象に強い青を入れ、
同様に空の対角線上にも同じ色を入れることで、空と対比させて絵の統一感を得る。
86～89 99 230 212
第Ⅱ版第1図〔Claudeの風景画の作例〕　牛や山羊の輪郭線や前景の建築の直線的な影が奥行を出




96～100 118 144 213





101～115 382 781 902
第Ⅱ版第4 図〔Cuypの「オレンジ公の船出」〕 強い色彩や奥行きのある中央、光等が小さい中心人物を強調している。 116～118 99 363 189
ANGULAR　COMPOSITION. 角構図法〔図版Ⅲ〜Ⅳ〕の内容 119〜218 2774 4132 5503
第Ⅲ版第1 図〔作者不明〕　角構図法は群像だけでなくより複雑な配置にも適す。絵画の物語中で、手や頭、




130～135 176 222 367
第Ⅲ版第3 図〔著者Burnetの室内画〕　物語を説明する強いポイントを設定し、対象を繋げることで、
絵画を説明しやすくする。絵画と詩の違いは、絵画は説明し、詩は結論を隠すことである。 136～139 130 261 320








140～154 453 554 923
平成25年度 第46号仁愛女子短期大学研究紀要
56











168～176 311 305 581
第Ⅲ版第7図〔Rembrandtの宗教画〕明るい地と強暗部の鋭い対比による突出した描写の作例。 177～179 58 86 103













190～206 432 668 1279
オリジナル絵画と比べた挿絵の版画表現は、特徴を伴っていない。明暗の対比が不足しており、色彩も欠
落している。 207～214 222 0 0
第Ⅳ版第5図〔Coreggioの宗教画〕人物の頭部の反復による構図の作例。崇高な主題に原則が当て
はめられている。原則は崇高さを、不規則は絵画性を与えるのではないか。 215～218 85 89 190
CIRCULAR COMPOSITION環状構図法の内容 219〜317 2539 3531 5672












241～248 191 309 475
第Ⅴ版第3図〔イタリアの画家Guido Reni(1575‐1642)〕4人の聖人の配置が見られる。第Ⅴ版第
2図〔Coreggio〕同様の色彩の強調が見られる。 249～251 64 54 134
第Ⅵ版第1図〔Rubens〕 画家の高度な技能による流暢さの作例。人物群像における突出や退出、全体
の動きが見られる。 252～253 65 79 125
第Ⅵ版第2図〔アメリカの画家Benjamin West(1738 -1820)〕第Ⅵ版第2図〔イタリアの画家
Domenico Zampieri (Domenichino)(1581－1641)〕同様中央の群像に影を作り、主役に光を当てている。 254 54 69 135
第Ⅵ版第3図〔Rembrandt〕Rembrandtは卑俗な対象を描いて美しさを損なう場合があるが、光の扱










































276～280 155 204 213














291～304 452 196 1046
本書は、論が少なく、簡潔であったことをお詫びしたい。その理由は、描画は眼の観察によってのみ表現
できることによる。 305～307 91 0 191










（158） When a picture possesses a moral, it is 
certainly a great advantage, provided we are 
not disgusted by its vulgarity, as is the case 
in the representations of drunkenness, &c. 
in some of the Dutch school, or by affected 








































（25） it is sufficient　to direct the younger 
students to this particular, their minds being 





















（30）it cannot be by chance, that excellencies 
are produced with any constancy　or any 













PLATEⅠ. Fig.1. 第Ⅰ版1,第一図(イ) 第一圖
Fig.2. 第一図（ロ）
Fig3. 第二図 第参圖



















PLATEⅤ. Fig.1. 第五　第一図 第五版第一圖
Fig.2. 第二図 第五版第二圖





PLATEⅦ. Fig.2 第八図 第七版
PLATEⅧ. Fig.1. 八　第九図 第八版第一圖
Fig.2. 第十図,甲 第二圖
Fig.3. 乙 第三圖















































（68） If deception and strong relief were all he 
aimed at, he has gained them both, though at 
the expense of some of the higher qualities of 
the art, “a melting and union,” as Reynolds 

















（193） for we f ind her conduct ing and 
exhibiting the most beautiful appearances and 
eﬀects in the humblest and most triﬂing of her 
works, by the same laws that regulate her in 






































































（89） When Claude introduces a ﬁgure for such 
purpose, or in order to give a retiring delicacy 
to his distance, we often find it of a strong 
dark blue, which serves also to bring down 
the same colour from the opposite angle of 
the sky, thereby producing a union between 






















（118） and, from their being brought into the 
centre and against the most retiring part, and 
surrounded by light, Cuyp has rendered them 
of the greatest importance, though occupying 



























































（297） Did an investigation of the means 
pursued by the great masters tend to abridge 
an artist’s pleasurable sensations, instead 
of being the most favoured, he would be 













（207）〔前略〕 I beg leave to remark, that, in 
most of the Italian prints which I compared 
with the orig inal pictures, I found the 

































11）John Hervey(1564－1592)又 はRichard Harvey(－
1630)イ ギ リ ス の 天 文 学 者 の こ と か。http://
en.wikipedia.org/wiki/John_Harvey_(astrologer) 
http://en.wikipedia.org/wiki/Richard_Harvey_
(astrologer) (以上2014年1月30日)
12）明治十四年一月□同三月中旬迠　　秋田　　岡　鶴吉
13）http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A5%A0%E6%9
C%A8%E6%AD%A3%E6%88%90(2014年2月16日)
14）青木編、『明治洋画史料　記録篇』、p.151丹尾安典氏
の調査による。
15）重村幹夫、「画塾「彰技堂」の講義録「油繪写景指南」
と「油繪山水訣」の関係について‐英語原書を元にし
た比較による‐」。
　　重村幹夫、「幕末から明治前期の油画技法材料に関す
る研究‐油画媒剤を中心に‐」｡
３）秋田久保田藩士岡忠格の子。明治14年5月彰技堂入学。
明治17年4月卒業。青木編、『明治洋画史料　記録篇』、
中央公論美術出版社、p.152、1986年　金子一夫氏の
調査から一部抜粋。
４）『画学類纂』に関する記述は、尾埼尚文，｢国澤新九郎・
本多錦吉郎手沢の洋画技法書｣、『参考書誌研究』、(第
15号)、国立国会図書館参考書誌部、pp.17-34、1977
年による。
５）金子一夫，『近代日本美術教育の研究‐明治時代‐』、
p.108
　　ただし、註12に記したとおり、筆写されたのは明治14
年の可能性がある。
６）https://ndlopac.ndl.go.jp/F/Y32G2PFYBT2GGL
YK2JDL68K9VIPY1XM3FU9TAHML4B2EP9TAV9-
36862?func=direct&doc_library=NDL01&doc_
number=009037230)(2014年3月3日)
７）画塾「彰技堂」の翻訳油画技法書についての先行研究
は、上記以外にも以下のものがある。
　　芳賀咲二、「油絵初学明治十六年」、『繪』、日動画廊、
pp16-19、1974。
　　青木茂、「油絵初学明治十四、五年」、『繪』、日動画廊、
14-20、1974。
　　歌田真介、森田恒之、「油絵修理報告」、『佐賀県立博
物館報』、(27)、pp6-25、1975。
　　歌田眞介、｢黎明期の油画」、『SAS NEWS』、(vol.21)、
学校法人高澤学園、1980年。
　　金子一夫、『近代日本美術教育の研究‐明治・大正時
代‐』、中央公論美術出版、1999。
　　歌田眞介、『油絵を解剖する　修復から見た日本洋画
史』、日本放送出版協会、2002。
　　重村幹夫、「画塾「彰技堂」の講義録「油繪写景指南」
と英語原書の比較について」、『芸術学研究』、(14)、
pp.1-10、2010。
　　重村幹夫、「画塾「彰技堂」の講義録「油繪写景指
南」と「油繪山水訣」の関係について‐英語原書を元
にした比較による‐」、『大学美術教育学会誌』、(42)、
